
公益社団法人愛知県診療放射線技師会 

令和 6年度第 2回理事会議事録 

 

日 時：令和 6年 6月 26日（水）18:00～19:45 

場 所：公益社団法人愛知県診療放射線技師会研修室ならびにWEB形式 

出席理事：水口仁、川口範洋、 

赤井亮太、荒武利男、小田耕司、東出了、阿知波正剛 

浅井美紀、梅村修司、笠井治昌、金田直樹、坂部政俊 

深田真司、安井真由美、𠮷田なお子 

（WEB参加） 

山本和也、伊藤勝祥、今泉延、後藤賢一、島田秀樹、横山栄作 

出席監事：近藤裕二、中村勝 

                  以上出席：理事 21名、監事 2名 

 

議長：水口仁 

司会：川口範洋 

議事録作成人：阿知波正剛 

 

議題 

1. 公益社団法人日本診療放射線技師会について 

2. 公益社団法人愛知県診療放射線技師会について 

3. その他 

 

議題 1．公益社団法人日本診療放射線技師会について 

報告事項 

（1）理事会報告について 

水口会長 ：令和 5年度事業報告総括、決算報告、能登半島地震の会員被災状況、会費納入

規程改成案（技師籍登録初年度会費無料）、入退会等規程改正案（退会申請方法変

更）、医療被ばく低減施設新規認定審査結果、CPD ASIA Web Seminar、会員動

向、60歳以上会員の会費割引、告示研修実施状況など。詳細は資料の通り。 

他に意見はなく、了承された。 

 

議題 2．公益社団法人愛知県診療放射線技師会について 

検討事項 

（1）組織運営規定改定について 

阿知波常務理事：改正案は資料の通り。JART規程に順じない。出産休業、育児休業、介護



休業を分ける。出産免除は本人のみ対象。育児休業は 90 日以上休業を対象、対

象期間は年度内 90 日、年度をまたいだ場合は認めない。会費請求確定後は翌々

年度を免除。 

特に意見はなく、承認された。 

（2）JSRT・JART合同市民公開講座について 

水口会長 ：JSRT（中部支部）側が主導。令和 7年 9月 28日（または 10月 5日）に名古

屋市立大学病院にて開催予定。県民公開講座合同開催としてミニコンサート、骨

密度検査等も開催予定。 

特に意見はなく、承認された。 

（3）外部理事、外部監事について 

水口会長 ：公益法人制度改革に伴い、外部理事・外部監事の導入が必要。定款は「理事 20

名以上 25名以内、監事 2名以内」、外部理事・外部監事の制定はなし。定款改正

は、臨時総会開催、会員議決権 3分の 2以上が必要。 

阿知波常務理事：道家合同事務所コメントは「定款改定が必要の可能性あり」。内閣府相談

窓口コメントは「外部理事・外部監事は同一職種や関係職種は認められない可能

性が高い」「定款に外部理事・外部監事を規定する必要はない」「詳細は未定」。 

水口会長 ：引き続き検討。 

他に意見はなく、承認された。 

（4）その他 

学生告示研修 

水口会長 ：実施責任者について、名古屋大学（9/7・9/14）は阿知波常務理事、藤田医科大

学（8/31・9/7）および東海医療技術専門学校（9/6）は水口会長。 

特に意見はなく、承認された。 

新入会員の承認について 

阿知波常務理事：新入会員 57名。 

特に意見はなく、承認された。 

 

報告事項 

（1）各部会等報告 

総務部 

阿知波常務理事：会員動向は資料のとおり。定時総会議決権行使書兼委任状の変更を検討中、

以前の方法に戻した場合広報部で手伝いが可能か検討必要。公益法人「事業報告

等の提出」について会計部と共同で報告済み。 

特に意見はなく、了承された。 

広報部 

荒武常務理事：6 月 13 日に第 1 回広報部会を開催。第 17 回県民公開講座を 11 月 10 日に



名古屋市立大学病院にて開催予定、テーマは認知症、ミニコンサート、骨密度検

査（装置 2 台レンタル、消耗品の購入は必要）、被ばく相談を予定、ポスター作

製、展示パネル作成中。医療放射線展を 10月 20日に西三地区にて開催予定。詳

細は資料の通り。 

特に意見はなく、了承された。 

学術部 

東出常務理事：6月 21日に第 1回学術部会（理事のみ）を開催。今年度の研修会は 3回と

し、180～210 分で企画。第 1 回研修会を 5 月 11 日に日赤愛知医療センター名

古屋第二病院にて開催、参加者 158名（うち非会員 47名）。第 27回さつきセミ

ナーを 5 月 26 日に名古屋市立大学病院にて開催、参加者 72 名（うち非会員 5

名）。第 54回 ANTsを 7月 2日にWEB開催予定。「寺子屋シリーズ」ハンズオ

ンセミナー6 月開催は延期、内容を含め再検討。第 34 回診療放射線技師フォー

ラムを 11月 14日にウインクあいちにて開催予定。詳細は資料の通り。 

特に意見はなく、了承された。 

組織調査部 

小田常務理事：定時総会にて会員継続 30年表彰 39名。サマーセミナーを 8月 24日に電

気文化会館にて開催予定。新春セミナーを令和 7年 1月 24日にウインクあいち

にて開催予定。会員親睦事業ボーリング大会を 10月 13日にイーグルボウル

（知立市）にて開催予定、120名（30レーン）、1人につき 2ゲームを想定、地

区参加数はいったん 13名とし状況次第で対応、参加申し込み担当を地区ごとに

決定（地区理事）し安井理事に報告、申し込み方法など引き続き検討。詳細は

資料の通り。 

山本副会長：会員数の多い地区の参加者数を考慮するべきではないか。 

小田常務理事：申し込み方法を含め、状況を鑑み検討。 

荒武常務理事：ボーリング大会申し込み担当者アドレスは、HPに掲載しない。 

他に意見はなく、了承された。 

会計部 

赤井常務理事： 第 1回理事会交通費について、交通費改定にともなう差額の支払い。 

特に意見はなく、了承された。 

（2）被ばく相談委員会 

川口副会長 ：4月以降の相談件数は 6件。詳細は資料の通り。 

特に意見はなく、了承された。 

（3）JART教育委員報告 

伊藤理事 ：告示研修を 6月 22日 23日に名古屋市立大学病院にて開催。8月 31日 9月 1

日に名鉄看護専門学校、9月 28日 29日に東三河看護学校、12月 14日 15日に

安城更生病院、R7年 2月 22日 23日に豊田厚生病院にて開催予定、さらに 2回



開催を検討中、申し込み方法について「業務拡大による統一講習会」未受講者の

受講促進のため優先申込設定なしを検討。基礎講習は開催予定なし。フレッシャ

ーズセミナーを 6月 9日に JAあいちビルにて開催、参加者は 76名。 

水口会長 ：告示研修申込方法の変更は JARTに確認が必要。 

横山理事 ：優先申込で定員に達する事が多く、他県での受講は負担が大きい。 

伊藤理事 ：JARTに確認し検討。 

山本副会長：フレッシャーズセミナーのプログラム見直しを提案。 

伊藤理事 ：今後検討。 

他に意見はなく、了承された。 

（4）Cherishの会 

𠮷田理事 ：5 月 10 日に第１回会議を開催。6 月 29 日に第１回セミナーを WEB 開催予

定。11月 16日に第 2回セミナー開催予定。詳細は資料の通り。 

特に意見はなく、了承された。 

（5）その他 

水口会長 ：R5年度事業報告に関連し、遊休財産の減額が必要。 

特に意見はなく、了承された。 

 

議長が諮ったところ他に発言はなく、議事の終了を宣し、令和 6 年度第 2 回理事会を閉会

した。 


